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仕事依存症とキリス
ト教的な仕事の意味

教皇フランシスコは、「すべ
ての人が仕事に恵まれ、公正
な報酬を受け、仕事の尊厳と
休息の大切さが味わえるよう
に」と語っています。本記事
では、仕事の尊厳と休息の重
要性がいかに深く結びついて
いるかについて考察します。
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労働者聖ヨセフの祝日に、教皇フラ
ンシスコは次のように述べました。



「すべての人が仕事に恵まれ、公正
な報酬を受け、仕事の尊厳と休息の
大切さを味わえるように」[1]。仕事
は、人間にとって最初の召命です。
「仕事は人間の尊厳を表し、それを
育むものでもあります。仕事を通じ
て人々は、神から授けられた能力を
発揮し、互いに助け合いながら豊か
な関係を築くことができます。さら
に、神とともにこの世界を大切に
し、より良くする協力者となり、社
会に貢献していると感じ、愛する
人々とのつながりを深めることが可
能になるのです」[2]。

仕事の尊厳は、まず休息の重要性と
密接に結びついています。弟子たち
が最初の宣教の日々を終え、奇跡を
喜んでいるとき、イエスはこう言い
ました。「あなたがただけで人里離
れた所へ行き、しばらく休みなさ
い」（マルコ6･31）。「彼は弟子た
ちを褒めたり、質問したりするので
はなく、彼らの肉体的、内面的な疲



労を気遣いました。なぜでしょう
か？それは、いまの私たちのなかに
も潜んでいる危険に気づかせるため
です。その危険とは、物事を成しと
げることに夢中になったり、結果を
求めすぎたりするあまり、自分が絶
対的な主人公であるかのように振る
まう罠に陥ることです。教会内で
も、このようなことがたびたび起こ
ります。私たちは忙しく駆け回り、
すべてが自分にかかっていると考
え、結局はイエスを無視し、自分を
中心に据えてしまいます」[3]。

さらに教皇はこう言っています。
「スケジュールに追われ、慌ただし
く動き回ることを一度やめてみま
しょう。休むことを学び、携帯電話
の電源を切り、自然に目を向け、神
との対話の中で自分を生き返らせる
のです」。そうすれば休息は、「調
和と一致をもたらし、困難に立ち向
かう勇気を与え、さらには平和と静
けさを得るための貴重なひとときと



なるでしょう。そして人生のすべて
の良きものの価値を見いだすことが
できるのです」[4]。

仕事への依存

現代では、仕事に対する一種の「依
存症」を抱える人々が珍しくありま
せん。特に深刻な場合には、「ワー
カホリック症候群」[5]とも呼ばれる
状態に陥ることがあります。このよ
うな人々は、絶え間なく仕事をする
過剰で制御不能な欲求に駆られ、結
果として、健康、家族や社会との関
係、さらには精神的な安定を損なう
ことになります。こうした人々には
「どこで止めるべきか」を判断する
内なる抑制力が欠けているように見
受けられます。

勤勉に働くことと仕事に依存するこ
とには、大きな違いがあります。時
には、誰もが望む以上に多くの時間
や労力を仕事に費やすことがありえ
ます。その結果、家族や愛する人々



との時間や休息の時間が減少するこ
ともあるでしょう。たとえば、新し
い事業を始める際には、最初はほぼ
すべての時間を費やす必要があるか
もしれません。また、新入社員が職
場で良い印象を与えるために長時間
働くこともあるでしょう。これらの
状況は例外的なものであり、誰もが
人生のある時期に経験しうるもので
す。

しかし、「ワーカホリック」と呼ば
れる人々は、常にこのような生活を
送り、仕事を人生の他の責任から逃
れる手段として利用します。長時間
働くことが必ずしも「仕事依存」を
意味するわけではありません。例え
ば、住宅ローンの返済や子どもの大
学進学費用、さらには2台目の車を
購入するために、長時間働くことが
求められる場合もあります。これら
は「仕事依存」とは異なるもので
す。



しかし、もし友人や家族から「仕事
にかかりきりで私たちをないがしろ
にしている」と指摘されたり、人と
の親密な関係性や社会的関係を避け
るために仕事を利用したりしている
と気づいた場合には、自分の生活を
じっくりと見直す必要があるかもし
れません[6]。

一般的な認識とは異なり、仕事依存
症は単に労働時間を必要以上に延ば
すだけの問題ではありません。より
重要なのは、仕事という活動をどの
ように捉え、それを生活の中でどう
位置づけるかです。ここで鍵となる
のは、仕事の進め方、仕事から適切
に距離を取る能力、そして他の企業
との競争や職場内のプレッシャーに
耐える能力です。周囲の人々が無制
限に労働時間を延ばすことに影響を
受けることがあるからです。

仕事依存症は容易に周囲に伝染し、
職場の人々の健康や幸福、そして調



和の取れた家庭生活を危険にさらし
ます。極端な場合には、強迫性障害
に発展し、専門家の治療が必要にな
ることもあります。この問題に直面
している人々は、自分の人生の本当
の目標を見直し、仕事以外に存在す
る人生のさまざまな要素の価値につ
いて深く考える必要があります。

職業活動の人間的およびキリス
ト教的価値

仕事の人間的およびキリスト教的価
値について深く考えることは、非常
に意義深いことです。専門職や、若
者にとっての学業や職業訓練は、
日々の中で最も多くの時間を占める
活動です。聖ホセマリアは、ある説
教の中で次のように述べています。
「仕事、すべての仕事は、人間の尊
厳と創造物に対する支配の証です。
それは人格を成長させる機会であ
り、他者との結びつきを深める絆で
あり、家族を支える手段であり、私



たちが生きている社会の改善や人類
全体の進歩を助ける手段でもありま
す」[7]。

なぜ人間は働く必要があるのか、そ
のことを人間学的に考えると、その
答えは非常に奥深いものがありま
す。失業は、仮に経済的困難を伴わ
ない場合であっても、人間に深刻な
影響を及ぼします。教皇フランシス
コはこう語っています。「私は仕事
の尊厳について語ることを決してや
めません。仕事こそが人に尊厳を与
えるのです。仕事がない人は、自分
の人生に何かが欠けていると感じま
す。それは、仕事が与える尊厳、す
なわち『仕事によって尊厳の油が注
がれる』という感覚を失うからで
す」[8]。

仕事には、人間的および社会的価値
だけでなく、形而上学的にも倫理的
にも深い意義があります。創造とい
う形而上学的観点から見ると、仕事



は神から与えられた、世界の創造と
構築に参加する機会にほかなりませ
ん[9]。それは人間の尊厳の証であ
り、また、神が一人ひとりの人間を
信頼していることの表れでもありま
す。キリスト教徒にとって仕事は、
聖化と使徒職の手段でもあります。
仕事を通じて、神は私たちを聖化
し、同時に神の愛を世界に伝える手
段とします[10]。私たちは、神が一人
ひとりに注ぐ愛と配慮を具体的なか
たちで表し、他者の仕事を通してそ
の愛と配慮を受け取ることができま
す。すなわち、神は他の人々を介し
てその贈り物を授けたいと望んでお
られるのです。これがすべての仕事
におけるキリスト教的な意味であ
り、私たちが互いに依存し合う理由
でもあります。

倫理的観点から見ると、仕事はほぼ
すべての人間徳が関わる活動です。
「避けがたい困難の中でも仕事を続
け不安に打ちのめされることなく立



ち向かう剛毅、快適さや自己中心的
な傾向を克服し惜しみなく働くため
の節制、神や社会、家族、同僚に対
する義務を果たすための正義、そし
てその場に応じてどのような進路を
取るべきかを知り、ためらうことな
く取り組むための賢明」[11]。

社会的および政治的徳もここでは重
要です。仕事は、経済的および社会
的発展の源となる一方で、人が人を
搾取する手段ともなりうるからで
す。

仕事の倫理的価値

仕事の倫理的重要性は、次の言葉に
集約されます。「仕事の尊厳は愛に
基づいています。人間の大きな特権
は、愛することができ、儚く過ぎ去
るものを超越できることです。人間
は他の人々を愛し、あなたとか私と
か、互いに呼び合うことができるの
です。そして神を愛することもでき



ます。（…）それゆえ、人間は物質
的な生産だけに自分を限定するべき
ではありません。仕事は愛から生ま
れ、愛を表現するものであり、愛に
向かって進むものです」[12]。

正しい方向性を持つ仕事は、各人の
人生における愛と自己超越を表現す
る重要な方法の一つです。愛と自己
超越は、仕事の最も深い尊厳の源で
あり、それを律するための鍵ともな
ります。仕事の倫理的側面として特
に重要なのは、それぞれ密接に関連
する次の三点です。

1) 仕事の量と質

2) 仕事をする理由

3) 他の形態の愛や自己超越との調和

正義は、公正な雇用契約に定められ
た時間内において、適切な強度で可
能な限りの完全性を追求して働くこ
とを要求します。自営業の場合、勤



勉という倫理徳に基づき、職務の特
性や個人的な状況、さらに必要に応
じて適用される法律規定を考慮しな
がら、適切な作業時間が決定されま
す。

仕事をする理由は人によって異なり
ます。ある人にとっては、科学的ま
たは知的な興味が主な理由となる場
合がありますが、他の人にとっては
収入を得る必要性が主な動機となる
こともあります。しかし、仕事をす
る理由が、その人間的、形而上学
的、倫理的な意味と矛盾するもので
あってはなりません。仕事の価値が
損なわれ、それによって働く人自
身、周囲の人々、さらには仕事その
ものに悪影響を及ぼすことになって
しまうからです。

働く理由として、たとえば「他に選
択肢がないから」というのは不十分
であり、不適切でもあります。いや
いや働き、最低限の努力しか払わな



いような態度では、欠陥が生ずる恐
れがあります。特に医療分野などで
は、このような態度が他者に深刻な
影響を及ぼすことがあります。

また、自己肯定のために仕事をする
ことも、正しい動機とは言えませ
ん。さらに、自分の才能と能力をひ
けらかし、他者より優位に立つこと
を目的とする仕事、他人を出し抜き
支配する力を得るための仕事、ある
いは他の義務から逃れる手段として
の仕事も同様に不適切です。これら
の理由で働くことは、仕事を愛と自
己超越の領域から切り離してしまう
からです。

仕事が自己超越の表現ではなく、自
己肯定や自己満足の手段となれば、
仕事自体が目的となってしまいま
す。その場合、家族や友人、社会的
関係、宗教的義務といった、愛や自
己超越を表現すべき人生の他の領域
との調和が困難になり、さらには不



可能になるでしょう。教皇フランシ
スコはこう述べています。「真に発
展した社会では、就労は社会生活に
欠かせない側面です。食べていくた
めの手段であるだけでなく、個人の
成長、健全な関係の構築、自己の表
現、恵みの分かち合い、よりよい世
界を築く共同責任の自覚、そしてつ
まるところ、民として生きるための
手段でもあるからです」[13]。これら
すべての側面を個人に調和的に統合
する単一の方法は存在しません。個
人の状況や召命の多様性によって、
倫理的に正しい解決策がそれぞれ異
なるからです。しかし、人間の存在
の基本的な側面のいずれも犠牲にす
ることなく、調和的な統合を目指す
ことが重要です。

職業としての仕事は、多くの時間と
エネルギーを必要とするため、個人
の生活における他の重要な側面との
調和を乱す原因とならないよう、常
に注意を払う必要があります。結局



のところ、仕事の方向性と倫理的価
値を最終的に決定するのは、「愛と
自己献身に心を向けるか」または
「自己中心的な姿勢に陥り、自己に
執着するか」の選択にかかっていま
す。

まとめとして、職業としての仕事に
対するキリスト教的な視点は、自己
と他者の聖化を達成し、世界をより
良くする道として仕事を捉えるか、
それとも仕事を単に自分自身の利益
や目標のための活動と見るかという
根本的な選択にかかっています。後
者ではなく、仕事を自己超越の道と
し、社会や周囲の人々、そして創造
の完成を助けるよう私たちを召して
いる神に向かって人生を開くことが
大切です。
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